
中
学
年

○自分を支えてくれている人に
気づき感謝することができる。
□◇自分の考えと比べながら
聴くことができる
□自分の考えがより伝わるよう
工夫して話すことができる

○自分の良さに気づくことが
できる

○課題を計画的に解決しよう
と行動することができる
□どんなことでも自分から取
り組むことができる

低
学
年

○友達と気持ちよく学習したり
遊んだりすることができる
□◇反応しながら聴くことがで
きる
□相手を見て声を届けることが
できる

○自分の良いところや得意な
ことがわかる

○自分自身や身の回りの課
題を解決しようと行動するこ
とができる
□どんなことでもやりとげよう
することができる

　どのような社会が来ようとも前向きに、明るく生きていこうとする力

キ
ャ
リ
ア
発
達
課
題

キャリア教育で育みたい力（社会的自立に向け必要な４つの力）

～学ぶことの意義を考え、将来を描く力～

○社会に参画する力
□コミュニケーション力
◇多様な価値観

○自分を調整する力 ○実行する力
□粘り強く続ける力

○学ぶことの意義の理解
□自分と社会のつながりを捉
える力

高
学
年

○よりよい集団の在り方のため
に進んで貢献することができ
る。
□◇考えを再構築するために
聴くことができる。
□つなげて話すことができる

○自分の良さに気づき、その
良さを生かそうとすることがで
きる

○課題に対し、友達と協力し
ながら進んで解決を図ろうと
行動することができる
□自分を高めるために、めあ
てをもって取り組むことがで
きる

人間関係形成・社会形成能力 自己理解・自己管理能力 課題対応能力 キャリアプランニング能力

つながる力 自律する力 乗り越える力 見通す力

～考えの違う他者と
　　　　　　　　　　　折り合いをつける力～

～自らの立場、役割を理解し、
　　　　　　　　　　主体的に生きていく力～

～様々な課題に前向きに
　　　　　　　　　　　　　向き合う力～

○将来の夢や希望、職業に向け
て今努力しなければならないこと
に気づくことができる。
□社会には様々な職業や生き方
があることを理解することができ
る。

○□身近で働く人々に関心をも
つことができる。

○将来の夢や希望、職業への憧
れをもつことができる。
□地域にはいろいろな店や職業
があることに気づくことができる。

本校において育みたい力

キャリア教育全体計画　津久井中央小学校

本校児童の強み・弱み 学校教育目標 めざす児童像

○素直に頑張る心
○勤労奉仕の心。
○自己肯定感は高い。
●基礎基本的な知識理解の定着。
●自ら考えて行動すること。
●新しいことにチャレンジすること。
●読書量の少なさ。

未来に向かい
　やさしく　　かしこく　　たくましく

　生きていこうとする児童の育成をめざす

　①自分のよさに気づいている
　②思いを受け止めようとしている
　③思いを伝えようとしている
　④チャレンジしようとしている

めざす学校像

①笑顔あふれる学校
②地域に愛される学校

③児童も教職員も元気いっぱいチャレンジしようとする学校

本年度の重点目標

自分の良さを知り、
様々なことに進んで挑戦する児童の育成

学校の現状 めざす教師像

○豊かな自然に囲まれ、地域の人材も豊富
なので様々な体験活動が行える。
○「チーム津久井中央小」として教職員が同
じ目標を共有できている。
●職員が少ないので一人ひとりの校務分掌
が多い。

・意欲的に教材研究し、工夫した授業
実践をする教師
・丁寧に児童と対話し、支援シート
Mapを活用して教職員で共有し、徹底
した児童理解に努める教師
・児童、保護者、地域から信頼される
教師

【各教科】

・主体的に学習に取り組む態度を育成する。そのために一人ひとりを生かし、「できた」「わかった」となる授業を実践していく。

【道 徳】

・道徳的な判断力や心情、態度を養い、道徳的な実践力を育てる。そのためにポートフォリオを活用し、自己の変容に気づけるよ

うにする。

【総 合】

・課題の解決に必要な知識及び技能を身に付けると共に、自らの行為について意思決定する力や、自らの生活のあり方を考え

る力を身に付ける。そのために地域の人、もの、こと関わる探求的な学習を取り入れる。

【特別活動】

・主体的に活動する態度と社会性の育成を図る。そのために児童会を中心にした活動と全校学活を充実させる。

【小中一貫の視点】

・児童の未来を切り拓く力を育てるために、９年間を見通した教育を実践していく。

【学力保障の視点】

・主体的に学び合い課題を解決していく力を育成するために、「一人学び、交流、まとめ」の学習スタイルを効果的に取り入れていく。

【支援教育の視点】

・支援シートMapを活用した児童理解に努め、児童の教育的ニーズを把握し、関係者・機関と連携しながら適切な支援をしていく。

【体験活動及び地域との連携の視点】

・実体験から学ぶことを大切していく。そのために地域に開かれた教育課程を編成し、人・もの・ことをフル活用していく。


